
問15 なぜ、一部の魚介類は水銀の含有量が高いのですか。  
間19 日本人が現在摂取している程度の水銀は健康に影響があるのですか。  

答   
生 ロ   

川や海の水銀は、環境中の微生物によりメチル水銀に変化し、食物連鎖を  

通じて魚介類に取り込まれます。こゐため、多くの魚介類にメチル水銀が含  

まれています。食物連鎖の上位にある、サメやカジキなどの大型魚や、一部  

のハクジラのほか、キンメダイのような深海魚等は、比較的多くのメチル水  

銀を含んでいます。  

摂取している水銀を全てメチル水銀と仮定した場合、平成11年～平成20  

年の1日摂取量調査における水銀の摂取量は食品安全委員会が設定した妊婦  

を対象としたメチル水銀の耐容量の57％となります。   

この食品安全委員会によるメチル水銀の耐容量は、懸念される胎児に与える  

影響を十分保護できる畢であることから、平均的な食生活をしている限り、健  

康への影響について懸念されるようなレベルではないものと考えています。   

食品安全委員会の妊婦の耐容量 2．0〟g／kg（体重）／週  

→100JJg／（とト（体重50kg）・週）   

1日当たりに換算すると100〃g÷7日＝14，3〟g／（ヒト日）   

平均的な1日水銀摂取量 8．2〟g／（ヒト日）÷14．3〟gXlOO＝57％  

問16 水葬艮の健康影響とはどのようなものですか。   

魚介類から摂取される程度の水銀レベルで影響が懸念されるのは胎児であ  

って、その影響は例えば音を聴いた場合の反応が1／1．000秒以下のレベ  

ルで遅れるようになるようなものです。なお、体内に取り込まれた水銀は代  

謝、排泄されます。その体内に取り込まれた量が半分にまで減少する期間は  

約2ケ月です。  問20 クジラ、イルカの水揚げ他の住民を対象とした調査で、毛髪の水銀濃   

度が高かったことが報告されたと聞きましたが、どのような内容ですか。こ   

れらの地域では、クジラ、，イルカを比較的多食する習慣がありますが、健康   

影響はないのでしょうか。  
問17 現在の水銀の規制はどのようになっているのですか。  

答   

昭和48年に、魚介類の水銀の暫定的規制値を総水銀0．4ppm及びメ1チル水  

銀0．3ppmと設定しています。ただし、マグロ類、内水面水域の河川産の魚介  

類（湖沼産を除〈）及び深海性魚介類を除きます。  

蚊 ロ  

1．国立水俣病総合研究センターが、クジラ、イルカの水揚げ他のひとつであ   

る和歌山県東牟婁郡太地町の要請を受けて実施した調査の結果が平成22年   

5月に公表されています。  

この調査によれば、太地町住民の毛髪水銀濃度は、同センターが我が国に  

おける一般的な毛髪水銀濃度を把握するために実施した国内14地域の調査と   

比べると顕著に高く、それがクジラやイルカの摂取と関連することが示唆さ   

れましたが、メチル水銀中毒の可能性を疑わせる者は認められなかったとさ   

れています。  

2．・しかしながら、同調査では毛髪の水銀濃度の非常に高い方が認められてい   

ることから、今後も健康影響調査を継続することを検討するとされており、   

厚生労働省でも今後の調査結果に注目するなど、魚介類からゐ水銀の摂取と   

その健康影響に関する知見の収集に今後とも努めていくこととしています。  

詳細は、国立水俣病総合研究センターのホームページをご覧ください。   

URL：http：／／www．njmd．go，jp／kenkyu／report／20100427taijLr由ort．htm［   

間18 日本人の水銀摂取量はどの程度ですか。   

毎年、厚生労働省では水銀の一日摂取量調査（マーケットバスケット方式）  

（結句説明参照）を実施し七います。これは、平均的な食生活によって、国民がど  

のくらい水銀を摂取しているかを調査したもので、過去10年間の調査結果  

は以下のとおりです。この結果から、過去10年大きな変化はないものと考  

えられます。このうち、1999年（平成11年）～2008年（平成20年）の調  

査結果を見てみると、魚介類から88．1％（了．18〟g／日）、それ以外の食品から  

11．9％（0．99上用／日）の水銀が摂取されています。  

1999  2000  2001  2002  2003  2004  2005  2006  2007  2008   
幽  臥7  6．8  7．0’  8．8  8．1  8．5  9．5  7．5  丁．3  8，5   

（〃g（ヒト日）、厚生労働科学研究報告書による）  

本注意事項については、いわゆる風評被害が生じることのないよう正確な御理解をよろ  

しくお頗いします。  
本性意事項については、いわゆる風評被害が生じることのないよう正確な御理解をよろ  

しくお願いします。  
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【周知の方法など】  問21．一部のクジラ、イルカなど水銀の含有量の多い魚介類を比較的多食す  

る習慣のある地域があるようですが、妊婦以外は魚介類の摂取量に注意  

しなくていいのでしょうか。  

問22 本注意事項及びQ＆Aの周知及び正確な理解について◆、どのような施  

策を講じていますか。  

1本注意事項、Q＆A及び妊婦を対象としたパンフレットを作成し、厚生   

労働省のホームページに掲載し、周知を図っているところです。   

2 また、妊婦に注意事項を知っていただくためlこ、母子健康手帳に掲載す   

ることを地方自治体に推奨しております。   

3 厚生労働省としては、本注意事項が妊婦はもちろん、全ての方々に正確   
に理解されるよう今後とも努めてまいります。   

ご疫： ロ  

1．厚生労働省が実施している食品中の汚染物質の一日摂取量調査によれば、   
平均的．な日本人の水銀摂取量は健康への影響が懸念されるようなレベルでは   

ありませんが、一部のクジラ、イルカなど特に水銀含有量の多い魚介類につ   

いては、偏って摂取しないなど、′′くランスの良い食生活を心がけることが大   

切です。（問9も御覧下さい。）  

なお、国立水俣病総合研究センターの報告によれば、全国1・4地域での調   

査による「よく食べる」魚介類は下表のとおりとされていますi 

2．クジラ、イルカを含め魚介類は良質なタン′くク質及びカルシウム、鉄など   

の栄養素を豊富に含んでいます。また、■DHA、EP・A、タウリンなどの機   

能成分が含まれています。DHA等の高度不飽和脂肪酸がその他の食品に比   

べ一般に多く含まれ、吉た、カルシウム等の微量栄養素の摂取源である等重   

要な食材です。特に水銀含有量の高い 

けて水銀摂取量を減らしつつ、魚食わメリットを活かしていくことが望まれ   

ます。  

表 国内14地域で消費される魚介類の順位  
（「太地町における水銀と住民の健康影豊に関する調査 
（平成21年度報告富）」より抜粋）  

栢位‘■魚種  ％  脱色  魚種  ％   

1 サケ  62．0  Ⅰコ   カツオ  20．4   

2  サンマ  52．3  14   プリ  19．3   

ユ  サバ  50．7  】5   ウナギ  t7．4   

4  マクロ  47．9  】6   カニ  15．4   

5 ・イカ  47．0  17   タイ  Ⅰ3．9   

6  燻製品  44．6  柑・・ 7．5   

7  アジ  42．8  ．】9   ■ホッケ  5．3   

8  エビ  40．ヰ  ノ 20   タチウオ  4．2   

9  タコ  弧6  ユl   アユ  ユ．5   

10 イワシ  2？・0  Z2   コイ  0．9   

tl■ カレイ  27．9  23 0．7   

t2  貝類  24．8   

数値は、アンケート調査により「よく食べる」との回答した比率  

本注意事項については、いわゆる風評被害が生じることのないよう正純な御理解をよろ  
しくお願いします。  

本注意事項についてはこいわゆる風評被寄が生じることのないよう正確な御理解をよろ  

しくお願いします。  
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【別 添】  

参考‥魚介類の栄養特性（平成20年度水産白書より抜粋）  

（魚が持つ優れた柴草特性）  

魚介捌こは、DHAやEPAといった横能性成分のほか、、タウ・））ンやカル・シウム、鉄分とい  

った成分も豊富に含まれています。第1節でみたように、魚の脂に含まれる栄輩莱は、胎児  

や子どもの脳の発育に重要な役割を果たすという研究成果も発表されています。また、18年  

には厚生労働省から魚を食べる人ほど心筋杜塵になりにくいといった研究成米が発表されま  
しを。水産物に含まれる．栄巷素は子どもだけではなく、大人にとっても有益なものであり、  

食事の中で／くランスよく摂取することが重要です。  

魚介類の栄養特性  

DHÅ（ドコサヘキサエソ態）  
脳や神細島の託宣や杜絶維持、抗アレルギー、抗炎症  

（可愈甜100g当たり）  

印A（エイコサペンタエン酸）  
血栓の予臥血管収佑等の防止、血中脂男の低下作用  

（可良郡t∞g当たり）  

クロマクロ（儲身）  

サンマ（生）  

マイワシ（生）  

ウナギ（裟殖・生）  

カツオ（秋振り、生）  

マサバ（生）  

マアジ（生）  

くじ5■うねす（生）  

和牛・かたロース詣身つき  

クロマクロ（脂身）  

マイワシ（生）  

サンマ（生）  

ウナギ（謀殖・生）  

マサノて（生）  

カツオ（秋振り、生）  

マアジ（生）  

くじら・うねす（生）  

和牛・かたロース指身つき  
01．∝102．0003．000d，00D  0】．0002．0003′000  

滑†］：五打J廿浦臼女食品け輩威令ぎヱ  

URL：http：／／www・jfa・maff・gO・jp／j／kikaku／wpaper／h20／pdf／lしし2＿2．pdf   

本性意事項については、いわゆる風評被害が生じることのないよう正確な御理解をよろ  

しくお願いします。  
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別添3  
歩壬婦が注意すべき魚介類の種類とその摂食畳（筋肉）の目安   

摂食亜（筋肉）の目安   魚介類   
1回約80gとして妊婦は2ケ、月に1回まで   バンドウイルカ   
（1週間当た・り10g程度）   

1回約80gとして妊婦は2週間に1回まで   コピレゴンドゥ   
（L週間当たり40g程度）   

キンメダイ  
メカジキ  

1回プ約80gとして妊婦は週に1回まで  クロマグロ   
（1：週間当たり80g程度）   メバチ（メ′、○チマタてロ）  

土ッチュウバイガイ  
ツチクジラ  

マップウクジラ   

キダイ  
アカ・ジキ  

1回約80gとして妊婦は週に2回まで  ユメカサゴ   
（1週間当たり160g程度）   ミナミマグロ  

ヲシキリザメ 
イシイルカ  
クロムツ   

（参考1）マグロの中でも、キ人ダ、ビンナガ、メジマグロ（クロマグ由の幼  

平成 
（平成22年6月1日改訂）   

妊婦への魚介類の摂食と水銀に関する注意事項  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会  
乳肉水産食品部会   

＜魚介類の有益性＞   

魚介類（鯨類を含む。以下同じ。）は、良質なたんばく質や、生活習慣病の予防や脳   
の発育等に効果があるといわれているEPA、DHA等の高度不飽和脂肪酸をその他の食品   

に比べ一般に多く含み、また、カルシウヰを始めとする各種の微量栄養素の摂取源であ   
る等、健康的な食生活にとって不可欠で優れた栄養特性を有しています。  
なお、魚介類を全く食べない集団では、高度不飽和脂肪酸が欠乏し、小児の知能低下   
や心臓病のリスクが上昇することが報告されています。   

＜魚介類の水銀＞   

魚介類は自然界の食物連鎖を通じて、特定の地域等にかかわりなく、微量の水銀を含   
有していますが、その含有量は一般に低いので健康に害を及ぼすもめではありません。   
しかしながら、一部の魚介類については、食物連鎖を通じて、他の魚介類と比較して水   
銀淡度が高いものも見受けられます。   

＜妊婦の方々へ＞   

近年、魚介類を通じた水銀摂取が胎児に影響を与える可能性を懸念する報告がなされ   
ています。この胎児への影琴削ま、例えば音を聞いた場合の反応が1／1，00q秒以下のレベ   

ルで遅れるようになるようなもので、あるとしても将来の社会生活に支障があるような   
重篤なものではありません。・妊娠している方又は妊娠している可能性のある方（以下「妊   

軌という。）は、次の事項に注意しつづ、魚介類を摂食するよう心がけてください。   

わが国における食品を通じた平均の水銀摂取量は、食品安全委員会が公表した妊婦を   
対象とした耐容量の6割程度であって、一般iこ胎児への影響が懸念されるような状況で   

はありません。  

魚介類は健やかな妊娠と出産に重要である栄養等のバランスのよい食事に欠かせない   
ものです。本注意事項は、妊婦の方々に水銀濃度が高い魚介類を食べないように要請す   
るものではありません。また、．本注意事痕は胎児の保護を第一に、食品安全委員会の評   

価を踏まえ、魚介類の調査結果等からの試算を基に作成しました。■水銀濃度が高い魚介   
輝を偏って多量に食べることは避けて、水銀摂取量を減らすことで魚食のメリ・ツトを活   
かすこととの両立を期待します。  

ツナ缶は通常の摂食で差し支えめりませんので、バランス良く摂食して下  
さい。 

（参考2）魚介類の消費形態ごとの一般的な重畳は次のとおりです。  
寿司、刺身 一貫又は一切れ当たり15g程度  
刺身  一人前当たり  80g程度  
切り身  一切れ当たり  80g程度   

l∃安の表に掲げた魚介類のうち複数の種類を食べる場合には、次のことに御留意くだ   
さい。   
例えば、麦に「週に1回と記載されている魚介類」のうち、2種類または3種類を同   
じ週に食べる際には食べる量をそれぞれ2分の1または3分の1にするよう工夫しまし   

よう。またヾ表に「週に1回と記載されている魚介類」及びイ週に2回と帯織されてい   
る魚介類」を同じ過に食べる際には、食べ声量をそれぞれ2分の1にするといった工夫  
をしましょう。また、ある週に食べ過ぎた場合は次の過に盈を減らしましょう（具体的   
な食べ方は、本注意事項に関するQ＆Aの間12を御覧ください。）。  

＜子供や一般の方々へ＞   

今回の注意事項は胎児の健康を保護するためのものです。子供や一般の方々について   
は、通常食べる魚介類によって、．水銀による健康への悪影響が懸念されるような状況で   
はありません。健康的な食生活の維持にとって有益である魚介類をバランス良く摂取し   
てください。   

＜正確な理解のお願い＞   

魚介類は一稟馴羊人の健康に有益であり、本日の妊婦への注意事項が魚介類の摂食の減  
少やいわゆる風評被嘗につながらないように正確に理解されることを期待します。   
なお、今後とも科学技術の準歩にあわせて、、本注意事項を見直すこととしています。  

正確な御理解のために、本注意事項に関するQ＆Aについても御参照をお願いします。   

本注意事項については、いわゆる風評被害が生じることのないよう正確な御理解をよろしく  

本注意事項につい七 お願いします。  
は、いわゆる風評被奮が生じることのないよう正確な御理解をよろしく   

お願いします．   

‥．      ．．      －213－  



ー■ヰ成2・2年度輸入食品監視指導計画について  

平成2Z年度輸入食品監視指導計画卯既要 －  

．平成 22一年 6・月  

輸入食品安全対策軍  

ノ 
：シ平成Z2年6月  

輸入食品安全対策室・  

1．輸入食品監視指導計画とは  
．・【計画表文】・（新たに盛り込んだ事項を下線部で示す。）  

．序▲文  

平成21年度計画に基づく施策の実施状況の癖及び平成22年度計画において取り組む  

施弗を言己述，  

○壷麺  

∠i塵畳塞」皇国遡盈三主要盛準皐過当琴丘準星竿撃攣撃警李 
・立L且垂革直垂率撃撃苧苧土   
皇室由  

○ポジティプリ‘スト制度の着実な確行のた玖  

・●輸入時の検査項目の更なる拡充を回ろ。・●   ・t．輸出国にれ、生産及び製造加工段階における衛生対策の推進を要憩ぃ必要に応  
じて、輸出国における残留膿薬管理の確認のため、現坤調査を行うq・  

∴残留虚薬等について検査命令の対象とな．っ七いる食品について、輸出国における残  
留農薬等管理の検証を目的として、モニタリング検査を強化する0－  

○器具、容器包装及び呵ちやについで、おもちやの規制対象範周の拡大そ軸規格基   

・・準の改正等を踏まえヾ新たに設定された規格準準を中心に、輸入者に対して定期的な  
自主検査わ実施を指導すると▲ともに、．モニタリ▲ング検査を卯汁る。  
08SE問題について、現地調査結果等を踏まえ、輸坦国政府が管理する対日輸出プログラ  
ムの遵守状況を引き続き検証する0   

・0引き続き輸入者による愉出国段階における自主的な衛生管理の推進を回るとともに、  

輸出国隼掛ナる術軸酢剛てる倍加集を雌し、甲題発生碩然防止に窄める●ご 

‘■1．目的  

・唱点的、効率的かつ効廉的な監視指導の声施を推進し、・もって、職入食品撃の一層の  

安全性触保を図ることを目的とする。」  

曳一 適用期間  

坪成22年4■月1日から平成23年3月▲31日」  

3 輸入食品等監視指導の実施についての基本的考え方  

T諭入食品等について国■が行う監視指導わ実矧こ関する計申1食品衛生法（以下「法こ  

と小う。」賢23条）．をいう∴、  

拍朗】牒が、輸入時の検査や輸冬着の恵視指導等を重点紅潮果的かつ効率由た実・  

施す阜ことを推進しこ輸入金品等のT層の安全性薩保を回る。  

2．輸入食品等の監視指導の基本的な考え方   

食品安全基本法第4条（食品の一安全性確風琴、国の内外ヒおける食品供給行程の  

各段階において適切な措置を講じることにより行わなければならない）の観 

． 
、監視指導を実施する。・  

童貞的に監視指導を実施すべき項目  の実施結果  

○輸入国出時の寧肇に串卑率違反．の有無の確認  
0モニタリング嘩査※l （平成22年度料率こ細8万5千件ト  

q検査命令※之▲・（平成22年十月＝日現在：全輸出国の16．品目．及び33カ国・1地吼  

こ 

． 

4．輸埋国における衛生対策の推進  

b二輪出国政面こ対して衛生管理対策の緬立の要請  

○－現地由査や二国間協議を通じた、農薬等の菅野丁監視体制の強化  

5．．輸入者への自主的な衛生管理の実施に関する指導  

0輸入前指導（いわゆる輸入相談） 

○葡入前、初回輸入時及び定期的な自主検査の‡旨導削  

0■記録の保存に係る．指導 

○輸入者等への食吊衛生に関する知識め普及琴発 

J ※1：食品の種類轡こ翰ネ孟、違反率竃を勘賢した統計学的な考え割こ基づく計画的な検査  
※2・‥違反の蓋射生が率いもの仁ラいて、輸入の去帽の検査細生労野犬臣が命令し、鱒査に合格じなけjlぱ確  
入・一誌通が認められない検査．■・  

．演3‥原材料管理の検証た蜃する加工食品の技官農薬等に係る試買法の検討二由発を実施  

一216－   




